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介

紀
元
二
千
六
百
年
記
念

る
。
本
書
の
刊
行
は
昨
秋
の
謹
定
よ
り
多
少
の

遅
延
を
見
た
が
、
兎
に
角
こ
の
一
大
冊
を
世
に

附
る
こ
と
に
よ
り
斯
界
に
わ
が
史
學
科
の
偉
容

を
示
す
と
共
に
帝
國
文
化
の
翌
漣
の
上
に
か
寄

　
　
　

ｓ

　

集
（
京
都
帝
國
大
４
　
言

　
　

典
す
る
所
大
な
る
を
思
ひ
同
慶
に
堪
へ
な
い
次

史
學
論
文

　

文
學
拓
史
學
科
紡

　

｀
第
で
あ
る
。
以
Ｆ
こ
の
刊
行
を
慶
祝
す
る
意
味

　
　
　
　
　

昭
和
十
六
年
四
月
三
十
日

　
　
　
　
　

で
東
洋
史
の
部
分
に
つ
き
些
か
内
容
の
紹
介
を

　
　
　
　
　

内
外
出
版
印
刷
株
式
介
祀
良
行

　
　

試
み
る
こ
と
ｘ
す
る
。

　
　
　
　
　

菊
判
一
。
一
九
五
頁
、
定
偵
拾
五
圓

　
　

「
慧
超
往
五
天
竺
國
傅
辺
鉄
」
（
羽
田
亨
）
蟻

　

昨
昭
和
十
五
年
は
皇
紀
二
千
六
百
年
の
佳
歳

　

煌
出
土
の
慧
超
の
往
五
天
竺
閥
傅
が
義
浄
と
悟

に
富
り
、
我
が
京
都
帝
大
文
學
部
に
於
て
も
何
。
惑
と
の
中
間
時
代
の
西
域
研
究
に
貴
重
な
史
料

等
か
有
意
義
な
る
記
念
事
業
を
官
施
す
べ
く
考

　

な
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
、
従
っ
て
そ
の
刊

慮
が
廻
ら
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
偶
々
史
學
科
教
官

　

木
も
今
日
迄
一
、
二
に
止
ま
ら
な
い
が
、
之
等

職
員
卒
業
生
等
を
中
心
に
成
る
史
學
研
究
會
の

　
　

の
中
最
も
優
れ
た
フ
ッ
ク
ス
氏
の
校
訂
本
に
っ

機
開
雑
誌
「
史
林
」
が
通
巻
一
百
珊
に
池
し
た

　

き
原
本
を
參
照
し
て
更
に
そ
の
疑
義
あ
る
箇
所

の
で
同
研
究
會
と
か
謀
り
、
そ
の
慶
就
の
意
味

　

を
訂
正
附
注
し
た
の
が
本
辺
雌
で
、
博
士
の
手

を
も
兼
ね
て
「
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
史
學
論

文
集
」
と
命
名
刊
行
さ
れ
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

さ
れ
ば
本
書
は
執
筆
者
に
於
て
史
學
科
各
研
究

室
の
新
暫
教
官
職
員
、
並
び
に
史
學
研
究
會
編

簒
開
係
者
の
大
部
分
を
絹
羅
し
、
掲
載
諸
篇
の

敷
は
國
史
十
七
、
東
洋
史
十
四
、
西
洋
史
十
、

地
理
學
八
、
考
古
學
六
の
計
五
十
五
篇
、
總
頁

敷
一
千
百
九
十
五
頁
に
達
し
、
正
に
昭
和
の
京

大
史
學
科
の
金
字
塔
と
も
言
ひ
得
る
も
の
で
も

に
よ
り
本
傅
は
最
も
原
本
に
近
い
面
影
を
傅
へ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
宍
上
記
フ
ッ
ク
ス
本
は
我

が
國
に
於
て
流
布
の
範
団
極
め
て
狭
い
と
の
こ

と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
遥
録
が
我
が
東
洋
史
學

界
に
扨
盆
す
る
處
、
蓋
し
大
な
る
も
の
が
あ
ら

　

「
蘇
莫
遮
孜
」
（
那
波
利
貞
）
古
く
奈
良
朝
の

頃
、
支
那
よ
り
我
が
國
に
傅
は
り
諸
文
献
に
著

録
さ
れ
て
ゐ
る
「
蘇
莫
者
」
な
る
舞
渠
が
初
唐

時
代
西
方
よ
り
支
那
に
倅
来
し
、
の
ち
唐
の
教

坊
に
入
れ
る
般
渉
調
藻
脆
舞
の
「
蘇
莫
遮
」
で

あ
る
と
し
、
な
ほ
こ
の
「
蘇
促
遮
」
に
つ
い
て

諸
書
を
通
じ
て
そ
の
翌
生
の
起
源
、
経
過
を
論

没
し
た
も
の
で
、
七
十
頁
に
垂
ん
と
す
る
長
篇

な
る
も
頗
る
興
味
深
く
讃
ま
れ
る
も
の
で
あ

る
。
印
ち
「
蘇
莫
遮
」
と
一
概
に
言
っ
て
も
之

に
は
合
計
五
種
あ
り
。
我
が
國
に
傅
ば
っ
た
上

記
「
蘇
菓
者
」
は
こ
の
中
般
渉
調
に
隔
す
る
も

の
で
、
こ
れ
に
件
ふ
舞
が
渾
脆
舞
で
雑
秘
別
雌

に
い
ふ
「
剣
気
涙
脆
舞
」
な
る
説
を
剣
器
舞
と

渾
脆
舞
と
の
意
味
内
容
及
び
文
鰍
記
叔
上
に
於

け
る
相
違
匯
別
か
ら
根
本
的
に
否
定
し
、
こ
の

蘇
莫
遮
の
性
質
内
容
を
唐
の
張
説
の
「
蘇
摩
遮
」

の
詩
に
よ
っ
て
窺
ひ
、
こ
の
舞
を
文
献
通
考
其

他
の
諸
書
に
見
え
る
乞
寒
戮
（
又
は
溌
寒
戯
）

に
比
較
し
て
爾
者
の
一
致
を
澄
し
、
更
に
唐
書

西
域
傅
「
康
國
」
の
條
を
も
參
照
し
て
結
局
蘇
見

遮
は
サ
ｙ
ル
カ
ソ
ド
の
起
源
で
そ
の
曲
は
同
地

方
の
風
俗
に
淵
源
す
る
乞
塞
戦
の
伴
奏
曲
で
こ

の
舞
を
演
ず
る
際
、
水
を
盛
る
皮
袋
が
勤
物
の

渾
脆
で
あ
っ
た
た
め
こ
の
舞
を
渾
脆
舞
と
も
蒔

し
た
と
さ
れ
た
が
、
渾
脆
の
語
原
に
つ
い
て
は

既
に
励
田
博
士
の
論
孜
が
あ
り
、
本
朝
の
「
蘇

莫
者
」
の
舞
人
が
蓑
を
着
用
し
角
あ
る
冠
物
を
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戴
く
こ
と
の
由
来
も
ま
た
之
に
よ
っ
て
解
明
さ

　
　

‘
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
な
ほ
一
般
に
蘇
爽
遮
の
誘

　
　
　

呼
に
っ
々
之
を
帽
子
に
関
聯
せ
し
め
て
殴
く
套

　
　
　

誕
を
否
定
し
て
遮
の
字
を
外
来
風
俗
に
基
づ
く

　
　
　

歌
舞
楽
曲
を
意
味
す
る
漢
唐
宋
時
代
の
支
那
俗

　
　
　

語
な
り
と
し
、
「
蘇
幌
遮
」
を
「
サ
マ
ル
（
カ

　
　
　

ｙ
ド
）
地
方
の
歌
舞
楽
曲
」
な
り
と
解
鐸
し
た

　
　
　

の
は
新
説
で
あ
り
、
般
渉
調
の
詞
の
「
蘇
莫
遮
」

　
　
　

の
古
き
作
例
と
し
て
示
さ
れ
た
徴
煌
文
書
「
大

　
　
　

唐
五
毫
曲
子
五
首
」
は
學
界
未
知
の
新
資
料
で

　
　
　

あ
っ
て
詞
の
研
究
上
貴
重
な
る
資
料
を
提
供
す

　
　
　

る
と
共
に
、
般
渉
調
の
「
蘇
莫
遮
」
の
曲
が
敦

　
　
　

坊
に
入
る
以
前
儀
式
音
楽
と
し
て
佛
教
界
に
探

　
　
　

用
せ
ら
れ
、
か
ｉ
る
詞
が
作
成
歌
唱
さ
れ
た
こ

　
　
　

と
は
舞
楽
「
蘇
莫
遮
」
の
翌
展
経
過
の
上
か
ら

　
　
　

も
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。

　
　
　

「
毘
沙
門
天
信
仰
の
東
漸
に
就
て
」
（
宮
崎
市

　
　
　

定
）
遠
く
印
度
に
そ
の
源
を
有
す
る
佛
敦
が
古

　
　
　

く
よ
り
イ
ラ
ソ
文
明
の
浸
潤
せ
る
中
亜
の
地
を

　
　
　

経
て
支
那
、
日
本
に
東
漸
し
て
来
る
途
冲
、
著

　
　
　

し
く
イ
ラ
ｙ
的
影
響
を
受
け
来
っ
て
ゐ
る
事
は

　
　
　

言
ふ
迄
も
な
い
が
、
従
来
の
。
四
天
王
よ
り
搦
立

　
　
　

し
て
唐
中
葉
以
後
殊
に
宋
代
に
於
て
支
那
祀
會

７

　
　

一
般
に
非
常
に
盛
行
を
見
た
毘
沙
門
天
信
仰
も

Ｊ

　
　

于
閥
ヽ
縛
喝
等
西
域
地
方
よ
り
の
影
響
で
ヽ
外

形
上
佛
教
な
が
ら
多
分
の
イ
ラ
「
ス
ム
を
包
容

せ
る
も
の
な
る
事
を
述
べ
ん
と
し
た
も
の
で
あ

る
・
。
毘
沙
門
の
語
原
に
就
い
て
は
宋
の
賛
寧
に

よ
る
と
胡
語
即
ち
イ
ラ
ソ
語
で
あ
り
、
著
者
は

之
を
イ
ラ
ソ
の
双
教
の
ミ
ト
ラ
紳
に
あ
て
ｉ
ゐ

ら
れ
る
が
興
味
あ
る
考
へ
で
あ
る
。
そ
の
理
由

は
西
域
に
於
て
毘
沙
門
天
信
仰
の
渠
え
た
于
同

地
万
は
古
来
イ
ラ
ゾ
系
民
族
が
住
み
。
イ
ラ
ｙ

語
が
行
は
れ
、
そ
の
宗
教
も
イ
ラ
ン
の
祇
教
で
。

従
っ
て
祇
教
の
有
力
紳
ミ
ト
ラ
の
信
仰
が
盛
ん

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
上
こ
の
毘
沙
門

　

Ｖ
ａ
ｉ
ｓ
ｒ
ａ
-

ｖ
ａ
ｎ
ａ
は
曹
韻
上
M
i
ｔ
ｈ
ｒ
ａ
-
t
-
Ｍ
ａ
ｎ
ａ
の
報
誂
、

即
ち
「
ミ
ト
ラ
M
i
t
ｈ
ｒ
ａ
の
精
紳
を
有
す
る
者
」

な
る
意
に
解
し
得
る
か
ぢ
で
あ
る
。
要
す
る
に

佛
数
が
中
亜
に
入
り
祇
赦
に
接
す
る
や
新
た
に

ミ
ト
ラ
紳
を
鎖
取
し
、
や
が
て
在
来
の
四
天
王

に
ミ
ト
ラ
の
分
身
を
配
す
る
と
い
ふ
形
で
支
那

へ
入
っ
た
が
。
。
于
闇
等
ミ
ト
ラ
の
信
仰
盛
ん
な

地
方
に
於
て
は
ミ
と
フ
の
化
身
毘
沙
門
は
信
仰

上
四
天
王
よ
り
分
離
両
立
の
地
位
を
獲
得
し
、
’

こ
の
佛
教
農
祇
教
的
毘
沙
門
天
信
仰
が
や
が
て

支
那
延
い
て
は
日
本
に
迄
流
傅
し
来
っ
た
の
だ

と
い
ふ
。
な
ほ
ミ
ト
ラ
は
元
来
祇
教
に
於
て
勝

利
の
呻
で
あ
り
。
中
亜
、
支
那
に
於
け
る
毘
沙

門
天
も
常
初
は
、
勝
利
の
紳
で
あ
っ
た
が
、
唐

宋
時
代
四
天
王
よ
り
濁
立
せ
る
毘
沙
門
天
は
宍

紳
、
財
賓
紳
の
性
格
が
濃
厚
で
。
之
も
于
閥
｀

方
よ
り
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
一
｝

以
後
支
那
の
毘
沙
門
天
信
仰
は
次
第
に
衰
微
’

明
に
至
っ
て
は
之
に
代
っ
て
開
刈
信
仰
が
渠
ふ

だ
が
、
闘
刈
が
財
紳
と
し
て
崇
め
ら
れ
る
に
″

つ
だ
の
は
饌
紳
た
る
毘
沙
門
天
の
地
位
を
襲
ら

だ
た
め
と
誕
き
、
そ
の
他
支
那
よ
り
東
漸
し
た

召
本
に
於
け
る
毘
沙
門
天
信
仰
に
就
い
て
も
述

べ
て
ゐ
ら
れ
る
が
、
之
等
は
本
篇
中
最
も
興
味

あ
る
部
分
で
あ
る
。

　

「
金
の
海
陵
王
燕
京
遷
都
の
一
考
察
」
（
田
村

賞
造
）
海
陵
王
の
燕
京
遷
都
に
就
い
て
は
金
の

領
土
の
南
方
翌
展
に
件
ふ
國
都
の
北
地
偏
在
の

是
正
と
い
ふ
外
、
更
に
よ
り
根
本
的
要
因
が
伏

在
す
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
遜
都
が
北
族
的
肩
封

建
値
制
の
打
破
、
支
那
的
君
主
猫
裁
制
強
化
の

工
作
の
最
も
重
要
な
一
項
で
あ
る
こ
と
で
あ

る
Ｊ
本
篇
は
こ
の
鮎
を
池
都
の
前
後
に
於
け
る

海
陵
王
の
断
行
し
た
諸
政
策
を
通
じ
て
全
般
的

に
理
解
せ
ん
と
し
た
も
の
で
、
こ
の
遷
都
に
よ

り
海
図
王
は
そ
の
抱
懐
す
る
革
新
政
策
官
施
の

支
障
を
除
去
し
、
佩
に
支
那
的
猫
裁
君
主
た
る

の
地
位
を
獲
得
す
る
と
共
に
晦
洲
國
家
た
り
し

金
國
は
明
ら
か
に
支
那
的
國
家
へ
と
前
進
を
逞
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財

　

げ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

２

　
　

’
察
草
編
紀
年
纂
要
考
」
（
石
潰
純
太
郎
゛
こ

　
　
　

れ
は
は
じ
め
に
も
言
っ
て
あ
る
通
り
東
洋
史
研

　
　
　

究
第
二
巻
第
六
読
の
「
タ
リ
ヒ
カ
タ
イ
考
」
を

　
　
　

却
足
し
た
も
の
で
あ
る
。
察
学
の
紀
年
纂
要
作

　
　
　

成
の
年
次
に
つ
い
て
四
庫
提
要
の
皇
慶
元
年
を

　
　
　

否
定
し
て
延
銘
五
年
な
り
と
い
は
れ
て
ゐ
る
が

　
　
　

尤
も
で
あ
る
。
偉
之
に
開
聯
し
て
元
史
察
草
啄

　
　
　

（
巻
一
三
七
）
の
暮
年
の
語
に
つ
き
云
々
さ
れ

　
　
　

て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
晩
年
の
こ
と
で
問
題
な
い

　
　
　

で
も
ら
う
。

　
　
　

「
界
藩
山
行
」
（
鴛
淵
一
）
清
明
興
亡
の
開
が

　
　
　

原
の
一
戦
と
も
い
ふ
べ
き
薩
爾
滸
の
役
の
序
幕

　
　
　

た
る
界
藩
山
の
攻
防
戦
に
つ
い
て
同
地
を
胃
地

　
　
　

調
査
し
た
著
者
が
清
、
明
、
鮮
の
開
係
記
録
に

　
　
　

現
状
を
對
比
せ
し
め
っ
ｉ
記
述
し
た
も
の
で
興

　
　
　

味
あ
る
讃
み
物
で
あ
る
。

　
　
　

「
元
の
昭
宗
の
年
琥
『
宣
洸
』
に
就
い
て
大
仰

　
　

田
喜
一
郎
）

　

「
霊
光
」
の
年
読
に
つ
き
朱
彝
傘

　
　

父
子
を
始
め
施
國
祁
・
膠
茎
孫
二
家
の
考
毘
を

　
　

列
旱
し
、
こ
の
年
琥
の
漸
次
世
に
知
ら
れ
る
に

　
　

至
っ
た
始
末
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、
之
は

　
　

嘗
て
著
者
が
支
那
學
第
二
巻
第
五
琥
に
祓
せ
た

　
　
　

「
調
書
雑
記
」
中
の
Ｉ
．
節
を
柿
訂
し
た
も
の
で

　
　

あ
る
。

　

「
平
群
廣
成
等
の
謁
見
し
た
る
胤
岩
王
－
林
邑

G
a
i
i
＾
ａ
ｒ
ｊ
ｊ
ａ
玉
吠
の
研
究
－
」
（
杉
本
直
治
郎
）

聖
武
天
皇
の
御
代
泣
唐
使
に
隨
従
入
唐
し
た
平

群
廣
成
等
が
叫
國
の
途
中
風
難
に
置
っ
て
漂
着

し
た
胤
桁
國
は
林
邑
國
の
こ
と
で
、
そ
の
謁
見

し
た
王
ぱ
林
邑
王
で
あ
り
、
且
つ
そ
の
年
次
は

わ
が
天
平
六
－
七
年
、
唐
の
玄
宗
の
開
元
廿
二

上
二
年
と
推
｛
疋
さ
れ
る
が
、
然
ら
ば
其
林
邑
王

は
支
那
・
林
‥
巴
の
記
録
に
於
て
一
膿
誰
に
雷
る
‘

か
を
奴
定
す
べ
く
、
双
方
の
記
銘
に
基
づ
く
綿

密
な
比
較
考
厭
の
後
、
営
時
の
林
邑
（
に
Ｊ
ａ
ｉ
ｉ
ｇ
ａ
ｒ
ｕ
j
a

王
統
の
系
圖
を
作
成
ｋ
結
論
と
し
て
廣
成
等

の
謁
見
し
た
王
は
＼
　
i
k
i
-
ａ
ｎ
ｌ
ａ
ｖ
ａ
ｎ
ｎ
ａ
ｎ
　
　
Ｊ
（
建

多
達
摩
）
な
る
こ
と
を
確
詔
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

「
宋
代
坊
場
の
民
間
紺
営
に
つ
い
て
」
（
曾
我
部

静
雄
）
宋
代
の
漕
法
の
一
部
で
あ
る
坊
場
の
民

間
経
管
制
度
に
つ
い
て
同
制
度
の
起
源
、
王
安

石
の
新
法
宮
施
以
前
の
制
度
の
内
容
、
新
法
官

施
に
件
ふ
改
正
、
改
正
後
の
所
謂
宮
封
投
状
法

の
弊
害
と
そ
の
一
部
改
正
、
及
び
南
宋
時
代
の

坊
場
に
就
い
て
述
べ
、
結
局
王
安
石
の
新
法
以

前
は
坊
場
は
主
と
し
て
長
名
術
前
に
恩
恵
的
に

紺
管
せ
し
め
て
ゐ
た
が
、
以
後
は
之
を
一
般
民

間
に
開
放
す
る
こ
と
と
な
り
、
且
つ
こ
れ
は
多

少
の
手
続
上
の
受
化
は
あ
っ
て
も
、
大
膿
宋
末

　

迄
こ
の
立
前
に
列
る
所
が
な
か
っ
た
と
し
て
ゐ

　

る
が
、
な
ほ
坊
場
極
管
者
の
官
に
納
入
す
る
坊

　

場
銭
の
時
代
的
推
移
が
宍
代
諸
他
の
現
銭
の
そ

　

れ
と
琉
を
一
に
せ
る
鮎
の
論
述
は
興
味
深
い
所

　

で
あ
る
。

　

「
後
魏
刑
官
考
」
（
内
田
吟
風
）
支
那
法
制
史

　

上
唐
の
先
限
時
代
と
し
て
重
要
な
地
位
を
占
め

　

る
後
魏
の
諸
制
度
中
、
そ
の
刑
官
に
つ
き
、
魏

　

書
其
他
に
散
居
せ
る
史
料
を
蒐
集
分
類
し
て
そ

　

の
職
能
、
組
織
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
し
た
も
の

　

で
あ
る
。
先
づ
後
魏
の
司
法
専
掌
最
初
の
官
だ

　

る
三
都
大
官
に
つ
き
そ
の
起
原
、
名
蒔
、
常
時
の

　

司
法
制
度
に
つ
い
て
述
べ
、
次
に
孝
文
帝
の
漢

　

制
採
用
の
結
果
、
之
に
代
っ
て
重
要
と
な
っ
た

　

廷
尉
寺
の
組
織
、
こ
れ
と
御
史
豪
、
倚
書
と
の

　

開
係
、
廷
尉
の
旅
察
服
獄
等
に
つ
い
て
明
ら
か

　

に
し
、
な
ほ
京
師
の
旅
察
裁
判
に
開
し
て
も
述

　

べ
て
ゐ
る
が
地
方
行
政
官
管
掌
の
一
般
瞼
祭
裁

　

判
は
省
略
さ
れ
て
ゐ
る
。
要
す
る
に
廷
尉
寺
倚

　

書
省
等
の
刑
獄
管
掌
は
支
那
上
代
の
通
制
と
大

　

瞼
同
ぽ
な
る
も
、
州
郡
奏
嘸
の
審
議
、
獄
官
の

’
所
諾
、
京
師
刑
獄
の
管
掌
等
に
於
て
は
後
魏
濁

　

特
の
も
の
の
存
す
る
こ
と
を
述
べ
て
ゐ
る
。
兎

　

に
角
、
従
来
詮
り
明
ら
か
で
な
か
っ
た
後
魏
の

　

刑
官
官
廳
組
織
が
之
に
よ
り
一
憲
究
明
さ
れ
た
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こ
と
は
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　

「
満
洲
あ
な
ぐ
ら
考
」
（
今
西
春
秋
）
識
洲
語

で
’
「
く
ら
」
の
こ
と
を
ク
Ｋ
ｕ
と
か
、
ツ
‘
ア
ソ

　

ｌ
ｓ
'
ａ
ｎ
ｇ
と
か
冊
す
る
が
、
之
等
爾
語
の
存
在

は
清
太
祀
以
前
に
は
湖
り
得
ず
、
そ
れ
は
恐
ら

く
倉
庫
な
る
蜜
腺
が
存
在
し
な
か
っ
た
か
ら
だ

ら
う
と
言
ひ
、
然
ら
ば
そ
れ
以
前
は
貯
蔵
に
は

何
が
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
た
か
に
つ
い
て
オ
エ
こ
Ｑ

　

「
あ
な
ぐ
ら
」
こ
そ
涵
洲
に
於
て
最
も
重
要
な

賓
庫
で
あ
っ
た
と
し
、
嗇
識
文
老
健
、
満
洲
蜜

録
の
記
事
を
屯
參
酌
し
て
年
代
的
に
も
倆
文
老

槽
太
祖
紀
奘
丑
年
十
二
月
の
條
に
見
え
る
穀
倉

ク
回
の
創
造
説
話
の
現
賓
性
を
認
め
ん
と
し

て
ゐ
る
。
偉
そ
の
他
「
く
ら
」
を
あ
ら
は
す
縄

洲
語
に
老
槽
や
賓
録
に
は
見
え
ぬ
が
、
ウ
リ

叩
一
な
る
語
が
あ
り
、
ま
た
パ
シ
ャ
ｚ
ａ
賢
な

る
語
も
存
す
る
こ
と
を
這
べ
て
ゐ
る
が
、
之
等

の
も
の
に
つ
い
て
は
ま
だ
結
論
に
鐘
し
て
ゐ
な

い
様
で
あ
る
。

　

「
金
世
宗
即
位
事
情
の
一
考
察
’
特
に
世
宗
と

遼
陽
治
海
人
と
の
開
係
に
っ
い
て
Ｉ
」
（
外
山
軍

治
）
金
加
中
興
の
英
主
と
謳
は
れ
て
ゐ
る
世
宗

の
印
位
事
情
、
特
に
世
宗
推
１
　
の
主
力
と
な
っ

た
も
の
は
如
何
な
る
勢
力
で
あ
っ
た
か
に
つ
い

て
は
従
来
殆
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
ゐ
な
か
っ

た
が
、
本
篇
は
こ
の
鮎
を
究
明
せ
ん
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
世
宗
が
海
陵
王
の
南
伐
を
機
に
遼

陽
に
即
位
し
た
事
に
つ
い
て
は
世
宗
側
よ
り
す

れ
ば
、
そ
の
急
泊
せ
る
身
浸
の
不
安
を
除
か
ん

と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
ｘ
に
注
意
す
べ
き

は
世
宗
を
支
持
推
戴
せ
ん
と
す
る
背
後
勢
力
で

あ
る
。
然
ら
ば
そ
の
背
後
勢
力
と
は
何
か
、
そ

の
一
つ
は
海
陵
王
の
改
革
の
犠
牲
と
な
り
彼
に

反
感
を
抱
い
て
ゐ
た
女
試
人
官
僚
や
金
國
治
下

に
不
遇
を
卿
つ
て
ゐ
た
翁
速
館
路
の
女
餌
人
の

勢
力
で
あ
る
が
、
よ
り
中
心
的
な
勢
力
は
遼
陽

潮
海
豪
族
の
そ
れ
で
あ
る
。
本
篇
の
主
眼
鮎
は

世
宗
と
こ
の
涼
陽
潮
海
豪
族
と
の
開
係
と
い
ふ

鮎
に
あ
り
、
世
宗
の
叔
父
に
し
て
世
宗
に
勧
め

て
事
を
率
げ
し
め
た
李
石
が
諸
種
の
毘
か
ら
遼

陽
の
溺
海
人
た
る
こ
と
を
述
べ
、
な
ほ
世
宗
は

張
氏
等
の
潮
海
豪
族
と
も
姻
戚
開
係
を
有
し
て

ゐ
る
こ
と
か
ら
李
氏
・
張
氏
等
筏
陽
潮
海
豪
族

と
世
宗
と
の
繋
が
り
は
非
常
に
緊
密
で
世
宗
は
・

彼
等
の
物
心
両
面
か
ら
の
援
助
を
主
た
る
背
景

と
し
て
即
位
し
た
こ
と
を
論
じ
て
ゐ
る
。
な
ほ

之
等
遼
陽
の
漸
海
人
を
始
め
、
前
記
の
諸
勢
力

も
世
宗
推
戴
に
よ
り
何
等
か
の
形
式
で
利
益
を

期
待
し
て
ゐ
た
様
で
あ
る
が
、
世
宗
時
代
に
於

け
る
之
等
諸
勢
力
、
就
中
世
宗
推
戴
の
中
心
勢

力
で
あ
っ
た
流
陽
の
潮
海
豪
族
の
。
勢
力
の
消
長
‘

如
何
に
つ
い
て
は
終
り
に
少
し
く
鯛
れ
て
ゐ
る

が
、
之
は
世
宗
の
女
侃
中
心
主
義
と
９
開
係
に

於
て
も
興
味
あ
る
事
項
で
お
り
、
溌
表
を
期
待

し
て
止
ま
な
い
。

　

「
フ
ラ
ｙ
ク
・
登
郎
・
彿
林
」
（
藤
枝
晃
）
元
代
東

西
交
通
の
盛
ん
で
あ
っ
た
頃
、
支
那
で
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
諸
國
を
呼
ぶ
に
彿
（
佛
）
郎
（
朗
）
を
以
て

す
る
の
が
常
で
あ
っ
た
が
、
之
は
既
に
い
は
れ

て
ゐ
る
如
く
ア
ラ
ビ
ャ
・
。
ペ
ル
シ
ャ
等
で
西
欧

の
キ
リ
ス
ト
教
國
人
を
一
般
に

　

F
iａ
　
i
k
を
誂

っ
だ
Ｆ
ａ
ｒ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
(
Ａ
ｒ
ａ
ｂ
.
)
Ｆ
ａ
'
ａ
ｎ
ｇ
(
Ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
.
)
な
る

語
で
呼
ん
で
ゐ
た
の
を
傅
へ
た
も
の
で
あ
る
。

併
し
元
初
に
は
こ
の
外
富
浪
・
登
郎
・
彿
林
等
の

語
も
同
じ
く
Ｆ
ｒ
ａ
ｎ
ｋ
　
＞
　
Ｆ
ａ
ｉ
ａ
ｎ
ｇ
｡
　
　
Ｆ
ａ
ｒ
a
i
＼
。
'
ｅ

の
音
譚
と
し
て
使
用
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
官
例
・

を
以
て
示
し
。
な
ほ
こ
Ｉ
の
彿
ぺ
は
宋
代
以
前
の

東
ロ
ー
マ
帝
國
を
指
す
そ
れ
と
は
全
然
別
物

で
、
之
等
の
諸
蒔
呼
は
後
次
第
に
上
記
の
揚
郎

に
統
一
せ
ら
れ
、
間
々
梯
林
が
用
ひ
ら
れ
た
と

述
べ
て
ゐ
る
。

　

「
海
都
の
叛
い
た
年
次
に
就
て
」
（
愛
宕
松
男
）

蒙
古
帝
國
解
膿
の
傾
向
を
決
定
的
に
し
た
海
都

の
叛
乱
の
年
次
に
つ
い
て
は
従
来
箭
内
博
士
の

至
元
五
年
（
一
二
六
八
）
説
が
定
説
と
尨
っ
て

-
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ゐ
た
が
、
博
士
の
擦
っ
た
ド
ー
ソ
ｙ
「
蒙
古
史
」

３

　
　

の
一
二
六
八
年
な
る
叛
眼
開
媚
の
年
次
は
要
す

　
　
　

る
に
ド
ー
ソ
ン
の
私
見
に
し
て
そ
の
出
所
は
元

　
　
　

史
地
理
志
に
あ
る
事
か
ら
、
博
士
の
所
謂
東
西

　
　
　

文
鰍
の
一
致
は
官
は
支
那
文
献
の
傅
へ
る
一
方

　
　
　

的
記
鉄
が
紺
路
を
異
に
し
っ
ｉ
再
び
相
會
し
た

　
　
　

も
の
と
断
じ
、
次
に
こ
の
元
史
地
理
志
の
「
至
元

　
　
　

五
体
海
都
叛
」
の
記
事
は
そ
れ
を
動
機
と
し
て

　
　
　

行
は
れ
た
議
連
の
出
使
が
西
方
史
料
に
よ
る
と

　
　
　

少
く
と
も
一
二
六
七
年
以
前
と
な
っ
て
事
官
と

　
　
　

符
合
せ
ず
、
従
っ
て
至
元
五
年
（
一
二
六
八
）

　
　
　

誕
は
成
立
せ
ざ
る
事
を
述
べ
、
然
ら
ば
こ
の
年

　
　
　

次
は
何
年
に
比
定
す
べ
き
か
に
つ
い
て
元
史
安

　
　
　

童
泌
の
記
絨
か
ら
先
づ
そ
の
上
限
が
至
元
二
年

　
　
　

八
月
に
あ
る
こ
と
を
定
め
次
に
至
元
二
年
八
月

　
　
　

以
後
、
同
五
年
以
前
と
い
ふ
限
界
内
に
海
都
叛

　
　
　

飢
の
年
次
を
最
も
正
確
に
傅
へ
る
史
料
と
し
て

　
　
　

マ
ル
コ
ー
ポ
ー
ロ
の
旅
行
記
を
皐
げ
、
そ
の
い

　
　
　

ふ
一
二
六
六
年
（
至
元
三
年
）
な
る
年
次
が
東

　
　
　

西
史
料
の
示
す
関
係
記
事
の
聞
に
何
等
矛
盾
を

　
　
　

生
じ
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
至
元
三
年
叛
飢
開

　
　
　

始
を
確
認
し
た
明
快
な
考
毘
で
あ
る
。

　
　
　
　

以
上
各
篇
に
つ
き
蕪
雑
な
る
紹
介
を
行
っ
た

　
　
　

が
、
東
洋
史
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
倚
こ
の

　
　
　

外
、
國
史
の
部
に
三
品
彭
英
氏
一
。
新
羅
と
高
句
の

麗
」
地
理
の
部
に
藤
田
元
春
氏
「
支
那
水
混
路

の
翌
催
と
そ
の
舟
」
考
古
學
の
部
に
梅
原
教
授

　

「
浙
江
省
紹
興
出
土
の
遺
物
と
其
の
澄
跡
」
水

野
清
一
氏
「
‘
付
法
蔵
傅
と
雲
岡
石
窟
」
島
田
貞

彦
氏
「
満
洲
熟
河
省
大
名
城
酸
見
の
筑
代
石
棺

等
に
つ
い
て
」
等
が
あ
る
こ
と
を
附
記
し
て
お

く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
藤
原
利
一
郎
）

　
　
　

支
那
政
治
史
（
上
）

　
　
　
　
　

「
支
那
地
理
歴
史
大
系
」
第
四
編

　
　
　
　
　

昭
和
十
六
年
五
月
、
白
揚
此
諸
行

　
　
　
　
　

四
六
判
五
一
四
頁
、
定
價
參
圓

　

さ
き
に
支
那
地
理
歴
史
大
系
‘
第
七
編
と
し
て

　

「
支
那
結
會
史
」
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ

っ
て
我
々
は
支
那
結
會
史
の
最
も
重
要
問
題
は

階
級
問
題
で
あ
る
こ
と
Ｉ
階
級
問
題
が
結
會

史
の
重
要
問
題
の
全
て
で
あ
る
か
ど
う
か
の
是

非
は
別
と
し
て
ｉ
・
少
く
と
も
そ
れ
が
同
書
に

表
は
れ
た
執
筆
諸
氏
の
共
通
開
心
で
あ
る
こ
と

を
知
っ
た
。
齢
會
史
に
闘
す
る
限
り
問
題
と
す

べ
き
項
目
が
諸
氏
の
間
に
少
し
は
共
通
し
て
居

る
の
を
見
た
。

　

所
が
今
度
の
政
治
史
を
見
て
私
の
先
づ
感
じ

た
こ
と
は
上
の
様
な
共
通
性
が
執
筆
諸
氏
の
間

に
著
し
く
峡
け
て
居
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
古
代

史
を
書
か
れ
た
小
川
氏
は
民
族
と
國
家
の
興
亡

を
主
流
と
し
、
秦
漢
の
宇
都
宮
氏
は
政
治
思
想

を
中
心
と
す
る
。
北
朝
の
内
田
氏
は
加
ふ
る
に

諸
制
度
を
以
て
し
、
隋
唐
五
代
の
那
波
先
生
は

天
子
の
統
治
策
に
重
き
を
置
か
れ
る
。
小
川
氏

以
下
の
四
氏
で
は
外
交
軍
事
も
含
ま
れ
て
居
る

が
那
波
先
生
に
あ
っ
て
は
そ
れ
が
除
か
れ
て
居

る
。
強
ひ
て
共
通
鮎
を
求
め
る
な
ら
ば
國
家
王

朝
の
興
亡
、
歴
代
天
子
の
話
と
で
も
い
ふ
よ
り

外
仕
方
が
な
い
。

　

一
膿
こ
の
事
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ら
う

か
。
編
輯
の
不
統
一
も
そ
の
一
原
因
だ
ら
り
。

だ
が
も
っ
と
根
本
的
に
い
へ
ば
結
局
は
執
筆
諸

氏
の
「
政
治
」
乃
至
「
政
治
史
」
に
對
す
る
観

念
の
相
違
に
昂
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
得
ふ
。
私

の
ひ
そ
か
に
空
想
す
る
所
で
は
史
書
の
最
大
の

役
目
の
一
つ
は
、
現
代
我
々
の
持
っ
て
居
る
諸

々
の
観
念
の
更
新
に
あ
る
と
信
じ
て
居
る
。
政

治
に
就
い
て
言
へ
ば
「
政
治
」
な
る
言
葉
が
我

々
に
憬
想
さ
せ
る
色
々
の
内
容
を
、
歴
史
を
讃

む
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
合
理
的
な
も
の
に
、
よ

り
理
想
的
な
も
の
に
、
又
祀
會
生
活
に
よ
り
便

利
な
も
の
に
腱
へ
る
の
が
史
書
の
役
目
で
あ
る

少
く
と
も
史
書
は
そ
の
様
な
刺
戟
を
讃
者
に
呉

へ
る
具
で
あ
っ
て
欲
し
い
。
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